
OJR利用の場合

山梨市駅よリタクシーにて約10分

甲府駅よリバスにて (一宮経由勝沼行)約40分

鰺高速バス利用の場合

新宿駅西口より中央高速バス約100分

一宮停留所下車徒歩10分

け車利用の場合

勝沼インターより5分、「石J信号右折。

甲府方面より「浅間橋J左折。

あさ ま

甲斐国一宮
T405-0056

山梨県笛吹市一宮町一ノ宮 1684
員]言10553-47-0900

浅間神社

評¨ 指定文化財
寛文12年 (1673)5月 12日 再建
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▲ 武田信玄公の條目

▲参拾六歌仙 (拝殿内に掲額)

元禄七年 (1694年 )奉納 ▼ 大神幸祭宝暦絵巻

◆重要文化財
>摂社山宮神社

本殿 壱宇

▲ 山宮神社棟本L
永禄元年 (1558)59代 神主 重盛
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発育成就の御輿くぐり

大
神
幸
祭
は
、
甲
斐
国
第
一の
大
祭
と
称
さ
れ
、
社
記
に

よ
れ
ば
天
長
二
年
（八
二
五
）
以
来
旧
四
月
第
一
一の
亥
の
日
、

甲
斐
市
竜
王
三
社
神
社
に
神
幸
の
上
、
川
除
祭
（水
防
祭
）

を
執
り
行
っ
て
来
た
が
、
明
治
以
後
四
月
十
五
日
と
改
め

本
社
に
て
例
大
祭
執
行
の
後
、
同
所
及
び
甲
府
市
上
石
田

三
社
神
社
に
神
幸
。
（現
在
は
竜
王
三
社
神
社
の
み
）
片
途

約
六
里
公
一四
キ
ロ
）
に
及
ぶ
行
程
で
あ
る
。

今
境
内
端
垣
内
に
夫
婦
梅
と
称
し

て
陰
陽
二
花
相
寄
っ
て
一顆
を
結
実
す

る
ご
神
木
が
あ
る
。
後
嗣
な
き
者
が
祈

願
し
て
こ
の
梅
を
い
た
だ
く
と
子
宝
を

得
る
と
云
い
伝
え
ら
れ
、
遠
近
よ
り
授

与
を
請
う

者
が
多
い
。

古
来
毎
年

陰
暦
四
月

第

二
亥

の

日
に
神
前

に
供

え

、

子
授
祈
願

祭
を
執
り

行
う
て
い
る
。

雛昇 (ひながき)

三社神社拝殿前


